
活 動 報 告 書 

                                   作成者：森田 淳子 

目   的 冠山でカタクリの花を楽しもう 

山域・山名 廿日市市 吉和冠山 

日   程 2025年 4 月 20 日（日） 交通機関 マイクロバス 

行   程 4/20   広島駅 7 時 30分集合  

松ノ木峠８：４０～土滝山１１：１０～分岐１１：２０吉和冠山１２：００～ 

（昼食）～１２：３０～分岐１３：０５～クルソン仏岩１３：２５～標高９０２m地点

１４：１０～汐谷コース登山口１４：４０～汐谷コース登山口下駐車場１４：５０  

出発１５：３０ 

参 加 者 18名 会  費 6000円 

行 動 記 録 

 

 

日 付 地 点 名 到着時刻 出発時刻 天 候 特 記 事 項 

4/20 広島駅  7：30 曇り  

 松ノ木峠」 8:50 9：00 小雨 到着遅れと、雨具の準備で２０分遅れ 

 吉和冠山頂上 12：15 12:45 曇り 天候は回復 

 クルソン仏岩 13：50  曇り  

 標高 902m地点 14：45  曇り 雪渓 

 汐谷コース登山口 15：00  曇り 濡れ落ち葉と岩で滑りやすい 

 登山口下駐車場 15：15  曇り  

 広島駅 15：30 16：45 曇り  

【山行概要】 

 

出発時には小雨が降っており、予定よりやや遅れてのスタートになりました。 

小雨で煙る幻想的な雰囲気の中、道中では、多くの可憐なカタクリの花やエンレイソウ（延齢草）などの高

山植物を見ることが出来ました。 

山頂近くから、登山道にも雪渓が現れ始めました。 

山頂に着くころには雨もやみ、新しいハイキングクラブ旗で記念撮影、昼食を楽しみました。 

吉和冠頂上から雪渓の中を歩き、クルソン仏岩を見て、残雪と岩と落ち葉ですべりやすい道を注意して、下

りました。 

登山道沿いに延齢草、ユニークな形のヤブレガサ、菫も多く咲いていて、雪解け水の音と、鳥のさえずりの

中、自然を肌で感じることができ、印象深い山歩きとなりました。 

下山が予定よりも、遅れたため、今回は温泉は見送ることにしました。 

 

雪渓や雨で濡れた岩で歩行には細心の注意が必要でしたが、それぞれのグループのリーダーの配慮と参加者

の協力のおかげで、無事に登山を終えることができました。 

ありがとうございました。 

 

【ヒヤリハット】 

特になし 

 



 


